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問　

関
東
・
東
北
豪
雨
で

は
、
市
内
で
も
水
害
に
よ
り

大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。

　
①
同
様
の
災
害
に
備
え
、

新
た
な
調
整
池
の
整
備
や
調

整
池
の
実
態
の
確
認
と
活
用
、

河
川
に
堆
積
し
た
土
砂
を
取

り
除
く
工
事
が
緊
急
の
課
題

で
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
救

助
活
動
が
難
航
す
る
場
合
に

備
え
、
救
命
ボ
ー
ト
が
重
要

で
あ
る
が
、
十
分
な
数
を
確

保
し
て
い
る
の
か
。

答　
①
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
河
川
に
堆
積
し
た
土
砂

を
取
り
除
く
工
事
や
、
暫
定

調
整
池
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
被
害
が
発
生

し
て
い
る
地
域
で
の
早
期
の

被
害
軽
減
の
た
め
、
新
た
な

暫
定
調
整
池
な
ど
の
整
備
を

検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
市
が
管
理
す
る
調

整
池
に
つ
い
て
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
に
よ
り
状
況
把
握
に
努

め
て
お
り
、
今
後
も
適
切
な

維
持
管
理
を
行
い
、
十
分
な

活
用
を
図
っ
て
い
く
。

　
②
市
で
は
、
６
人
乗
り
救

命
ボ
ー
ト
30
艘
を
保
有
し
、

４
消
防
署
に
３
艘
ず
つ
、
９

消
防
分
署
に
２
艘
ず
つ
配
備

し
、
水
害
時
の
人
命
救
助
な

ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
備
え

て
い
る
。

　
27
年
９
月
の
関
東
・
東
北

豪
雨
で
は
、
水
害
で
取
り
残

さ
れ
た
住
人
44
名
を
、
救
命

ボ
ー
ト
６
艘
を
使
用
し
救
出

し
た
。
今
後
大
規
模
水
害
が

発
生
し
た
場
合
は
、
緊
急
消

防
援
助
隊
や
自
衛
隊
、
警
察

な
ど
に
支

援
を
要
請

し
、
適
切

に
対
応
し

て
い
く
。

河
川
の
氾
濫
な
ど
へ

の
対
策
は

久保井永三
（統　一）

問　
28
年
４
月
か
ら
障
が
い

を
理
由
と
す
る
差
別
解
消
の

推
進
を
目
的
と
し
た
障
害
者

差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、

日
常
生
活
で
感
じ
る
差
別
の

解
消
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
①
市
の
手
話
通
訳
者
派
遣

事
業
実
施
要
綱
は
、
関
係
者

か
ら
様
々
な
手
続
き
の
規
定

が
不
十
分
で
あ
る
と
の
意
見

が
出
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

国
の
モ
デ
ル
を
参
考
に
見
直

す
べ
き
で
は
。

　
②
派
遣
回
数
の
増
加
な
ど
、

手
話
通
訳
者
の
負
担
増
が
懸

念
さ
れ
、
手
話
通
訳
者
の
育

成
の
必
要
性
は
さ
ら
に
増
す

と
考
え
る
が
、
健
康
へ
の
配

慮
、
報
償
費
の
増
額
な
ど
、育

成
・
支
援
す
べ
き
で
は
。

答　
①
聴
覚
障
が
い
者
が
県

外
で
手
話
通
訳
を
利
用
す
る

場
合
の
手
続
き
や
、
手
話
通

訳
者
の
技
術
・
知
識
の
向
上

と
健
康
管
理
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
国
が
示
し
た

要
綱
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

市
の
要
綱
に
も
盛
り
込
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
28
年
度
に
向
け
、

早
急
に
見
直
し
を
す
る
。

　

②
現
在
、
県
と
と
も
に

頸
・
肩
・
腕
の
障
が
い
に
関

す
る
健
康
診
断
や
手
話
奉
仕

員
・
通
訳
者
を
養
成
す
る
講

座
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、

手
話
通
訳
者
の
派
遣
回
数
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
、
健
康
管
理

や
新
た
な
人
材
の
確
保
に
取

り
組
む
な
ど
、
様
々
な
形
で

育
成
・
支
援
の
充
実
を
図
る
。

綱河 秀二
（公明党）

問　
家
庭
の
経
済
状
況
で
進

学
の
断
念
が
な
い
よ
う
、
奨

学
金
制
度
の
充
実
が
重
要
だ
。

　
①
市
の
奨
学
金
制
度
は
、

貸
付
人
数
・
金
額
と
も
中
核

市
ト
ッ
プ
で
あ
る
が
、
さ
ら

に
制
度
を
継
続
し
、
拡
充
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

　
②
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い

て
は
、
卒
業
後
３
年
後
位
に

緩
和
で
き
な
い
か
。

　
③
返
還
免
除
型
育
英
修
学

資
金
貸
付
制
度
の
募
集
人
数

を
増
や
し
、
ま
た
、
制
度
を

維
持
・
継
続
・
拡
充
で
き
る

よ
う
、
基
金
へ
の
寄
付
を
積

極
的
に
市
民
・
企
業
へ
呼
び

か
け
て
み
て
は
。

答　
①
授
業
料
や
入
学
金
な

ど
を
無
利
子
で
基
準
を
満
た

す
希
望
者
全
員
に
貸
し
付
け

て
お
り
、
毎
年
、
新
規
貸
付

者
が
100
人
を
超
え
、
全
国
に

誇
れ
る
制
度
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
入
学
一
時
金

の
導
入
や
貸
付
額
の
増
額
な

ど
拡
充
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
制
度
の
充
実
に
努
め
る
。

　
②
現
在
、
卒
業
後
１
年
経

過
し
て
か
ら
返
還
が
始
ま
る

が
、
返
還
者
の
経
済
的
事
情

な
ど
に
よ
り
返
還
が
困
難
な

場
合
に
は
、
猶
予
す
る
制
度

を
適
用
し
て
お
り
、
今
後
も

返
還
者
の
経
済
状
況
に
応
じ

た
対
応
に
努
め
る
。

　
③
募
集
人
数
に
つ
い
て
は
、

28
年
２
月
か
ら
初
め
て
募
集

を
開
始
す
る
の
で
、
状
況
を

見
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
育
英
基
金
の
周
知
は
、

多
く
の
市
民
や
企
業
に
、
市

の
振
興
に
寄
与
す
る
有
為
な

人
材
を
育
成
す
る
趣
旨
に
賛

同
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
く

積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

中塚 英範
（市民連合）

奨
学
金
制
度
の
充
実
で

学
力
格
差
の
解
消
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導

入
計
画
、
市
政
に
関
す
る
世
論
調

査
、
常
設
型
住
民
投
票
条
例
）
②

出
産
・
育
児
の
社
会
的
理
解
促
進

と
環
境
整
備
③
い
つ
ま
で
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

▲水難救助訓練の様子

差
別
解
消
に
向
け
た

手
話
通
訳
者
の
育
成

と
支
援
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
「
誇
れ

る
宇
都
宮
」
②
防
災
・
減
災
対
策

の
一
層
の
強
化
・
充
実
（
地
域
の

防
災
力
向
上
、
学
校
に
お
け
る
防

災
教
育
）
③
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
④
公
立
夜
間
中
学
の
設
置

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
水
質
汚
染
、
土
壌
汚
染
、
大
気

汚
染
②
市
内
で
生
産
活
動
を
す
る

企
業
の
取
り
扱
う
危
険
物
③
上
河

内
地
域
住
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
④
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
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